
飛行機が飛ばず、北海道から山本が来れませんので、共同研究者の竹元が代理で発表さ
せていただきます。

研究で助成をいただいたのは、実はこれで3回目でして、2010年と2011年にファイザー
プログラムで『こころとからだのヘルスケアに関する市民活動・市民研究支援事業』という
ところで助成をいただきました。そのとき助成金をいただいた分が、今回の研究につながっ
ているのですけれども、メールの無料相談のサイトを立ち上げ、それ以来始めております。

そういうことで、3回目も助成いただきまして誠にありがとうございます。

【ポスター1】
Reproductive Health/Rightですが、

既に皆さまもご存じのこととは思い
ますけれども、日本語に直訳します
と『性と生殖に関する健康と権利』と
いうことです。

健康に関してはお分かりだと思う
のですけれども、権利のところでは、
ポスターに示しております通り、すべ
てのカップルと個人が自分たち子ど
もの数、出産間隔、出産する時期を、
自由にかつ責任を持って自己決定が
できるための情報と手段のサポート
を享受するという権利です。

あとは、書いてございますので、ご
参照いただきたいと思います。

【ポスター2】
本NPO法人FOSCはファースト・

ワン・ステップ・サポートセンター
ということで、最初の第一歩を踏み
出すための支援をしていくことを主
眼として立ち上げております。

内容に関しては、大きいところで申
し上げますと、相談支援それから居

助成研究演題－平成28年度 国内共同研究（年齢制限なし）

「リプロダクティブ・ヘルス相談支援ガイドライン」の開発

竹元　仁美
東京純心大学看護学部看護学科　教授

（NPO法人 FOSC（フォスク） 理事　山本 八千代氏の代理発表）

ポスター 2

ポスター 1
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場所の提供です。困難を抱える子どもと女性への支援センターでありますので、居場所を
つくるということでステイというところを提供しています。これは、2家族まで、子ども
さん2人まで受け入れ可能というシェルターのようなもの。それから、同行サービス、心
の無料相談、そして子どものケアということで、教員資格を持つボランティアの学習サポー
トなどを行っています。

本研究に関しては、先ほど申し上げたように、助成をいただいて『女性の心と体を守る
情報なび』というサイトを立ち上げました。主には10代から20代の女性の心と体を守ると
いうところで、情報を発信するサイトです。無料相談になっております。

あとは、自助グループとして『ひだまり』というところで皆さんに集まっていただいたり。
性暴力関係に関しては、セルフヘルプグループということで、性的な被害体験や傷つきを
持った女性の集まりの自助グループ、それから、女性であることによる健康、心の健康の
サポートをするセルフヘルプグループ等も運営してございます。

本研究では、そのFOSCの中の『女性の心と体を守る情報なび』に寄せられたメール相
談に関して、内容分析を行いました。

サイトを立ち上げたのが2013年で、そこからこちらの表で示している通りです。
開設当初は5件程度でしたけれど、他のところとリンクしまして、だんだん増えてまい

りました。年300件を少し超えるところで推移しています。

【ポスター3】
対象にしたのは、2013年7月29日から2017年11月30日までの1035件の相談内容です。
内容に関しては、個人特性として年齢と職業についてお伺いしていますけれど、記入さ

れない方がかなりの数を占めますので、分かっているところでは、年代としては10代が
240、20代が207、あとは30代、40代、50代と続いております。

相談をして来られる方は当事者だけではなく、周りの親御さんだったり、きょうだいだっ
たり、知り合いだったり、教員が「生徒が」ということで相談をなさる方もいらっしゃいます。

背景は、分かっている分ではここにお示ししている通りです。
分析方法としては、内容に関してリプロダクティブヘルスに関係ないものは除外して、分

析しました。1035件の内容を分析していきますと、1449の内容に分類されて、それをカテ
ゴリーにしてグルーピングして、名前
をつけて、意味をつけていったという
ことになります。

一番多いのが表3に示しておりま
すけれども、妊娠SOSということで

「妊娠したかもしれない」という相談
です。「全然、分からないのだけれど」
というようなことが一番多くて、617
件ございました。

2番目に多いのがメンタルヘルスの
問題で、精神的な不調を訴える。性
行為、妊娠というふうなトラブル等

ポスター 3
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がなかったものです。
3番目に関しては、配偶者でないパートナーからの暴力ということで、デートDVです。
その次が身体の不調で、婦人科疾患、生殖器の不調を訴えています。
5番目が性暴力、性虐待についての相談で、あとはお示ししている通りです。

【ポスター4】
具体的な相談内容について、いく

つか実際のメール相談に寄せられた
もので、もちろん、同意を得たもの
をこちらのほうにお示ししました。

妊娠についての不安ということで、
「どうしよう」という相談が、1449件
のうち617件で非常に多いのですけれ
ど、典型的な例でお示ししますと、2
つ目に書いていますように「生理が
日になっても来ない」ということで、

「彼氏と性行為をした」と。それで「膣
外射精なので、予定日からちょっと
遅れているからどうしたらいいのだ
ろうか」というところで「妊娠検査薬
を使うのも怖い」というようなことの
相談が非常に多いです。

【ポスター5】
2番目にお示ししたのは、いわゆる

DV、ドメスティック・バイオレンス
ですけれども、こちらのほうもかな
りの件数が来ておりますが、夫、そ
れから元夫からの暴力ということで、
子どもを巻き込んだ暴力がかなり多
い。

【ポスター6】
3番目にお示ししているのが、配偶

者ではないパートナーからの暴力と
いうことで、デートDVです。相談者
が10代から20代で、デートをする関
係の、配偶者ではない方からの暴力
ということで、こちらのほうもかな
り深刻な相談が来ております。彼か

ポスター 5

ポスター 6

ポスター 4
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ら逃げたいけど、なかなか逃げられないというような状況になって、「どうしたらいいか？」
というような相談が寄せられています。

【ポスター7】
4番目に関しては、性暴力と性犯罪

関係の相談です。
声を掛けられてついていってし

まって、望まない性行為をされたと
いうようなものがかなり目立ってお
ります。

これらの相談を見ていきますと、相
談をされる方の避妊の知識とか、ライ
フスキルと考えているのですけれど
も、スキルがないというところで自
己決定ができない未熟さとか、SNS
で知り合ってあんまり考えずに安易
についていって性暴力に合うリスク、
それから、そういう男性とどういう
関係を作っていくかということが自
己決定できないというような、さま
ざまなことが出ていました。

【ポスター8】
考察に入ります。
当事者は一刻も早く支援が必要な

のですけれども、うつなどで支援を
求めることがなかなかできない状況
にありますので、周囲の人たちがい
ち早く気付いて、支援の輪につない
でいくことが非常に大事になるかと
思います。

【ポスター9】
まとめになります。
そういうことで無料相談に寄せら

れるこれらの相談の拡充が必要です。
メール相談はまだそれほど広まっ

ておりませんので、そういうことが
できる支援員の知識、認識、技術を、
いろいろ言われている理論を使いな

ポスター 8

ポスター7

ポスター 9
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がら向上させる必要があると思います。
最終的には、メール相談から対面へつなげる。
それから、全国にいろいろ組織がありますので、そちらの方に一つ一つ丁寧につなげる

ことが必要かと考えております。

質疑応答

座長：　ガイドラインを作り上げようとされていると思いますが、現在はどのような状況
にあるのでしょうか。作成されたものをどのように活用することを考えていますか。

竹元：　現在のところFOSCが、「リプロダクティブヘルス支援の現場から」ということで、
現状を分析したものを一冊、作っております。それを基に、どのように周りの支
援をしていくかということで、まず、被害実態を知っていただくとか、具体的に
支援の方法論があるのでそれをお示ししてつないでいく、というような第2弾の
ガイドライン…本当のガイドラインを今、作っているところです。
10代の小学校ぐらいの方々も相談されているので、小学校、中学校、高校のスクー
ルカウンセラーとか、ご家族の方とか、皆さんに周知していければなと考えてお
ります。

会場：　この活動は、起きた後にそれを早期発見して、なるべく問題を小さくしようとい
う活動だと思うのですが、事例が起きないようにするのに一番大切なのは何かと
いうことが分かっていれば教えていただきたいのと、ガイドラインを作るのであ
れば、そこからぜひ記載していただきたいと思います。

竹元：　ありがとうございます。2番目については、誠にそのようなことで、もう1か月ぐ
らいでガイドラインをお示しできるかと思います。
1番目の予防のことですが、私は性暴力のほうを行っているのですが、男女の性
意識というところで、男性のほうが主導して、それを断れないという女性のジェ
ンダーの問題があるかなというのが一番です。だから、小さいうちからそういう
教育をしっかりして、自己決定ができるように、大きい話になりますが、文化自
体を変えていく必要があるかなと思います。それと、上手にアサーティブに関係
性を作れるライフスキルを身につけていく必要があるかと思います。
ご質問とはちょっと違うのですけども、被害からすぐ相談できる当事者と、それ
から本当に十何年、20年以上たってから、やっと相談できるようになったという
当事者もいますので、そこら辺も合わせて、今後の課題として考えております。
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ありがとうございます。
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